



























































真の仲間じゃないと勇者のパーティーを追い出されたので、辺境でスローライフすることにしました




～お姫様の幸せな日々～ 【電子限定版】
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○プロローグ　冒険は過去の話




　いきなりだが。

　私、リーズレット・オブ・ロガーヴィアは。

　今最高に幸せだ！

「今日は晴れて良かったね」

　私は空を見上げて言った。

　隣を歩く私の大切な人……レッドも空を見上げて頷うなずいた。

「遠出するのに雨の中歩くのはしんどいもんな」

　私達が歩くのは人里離れた森の中。

　春の森には色とりどりの花が咲き、冬眠から目覚めた小動物達が餌を探して活発に動き回っていた。

　リスが木の実を取ったのに、手を滑らせて落っことしてしまった。

　私の足元に落ちてきた木の実を、木の上のリスが悲しそうに眺めている。

　可哀想だけど可愛い。

　思わず笑ってしまった。

「取りに降りられるよう、早く行ってやろうか」

「そうだね」

　私達は少しだけ歩く速度を上げて森の中を進む。

　もっと急いでもいいのだが、せっかくレッドと２人っきりで歩いているのだ。

　少しくらいのんびり歩いて春の森の光景を楽しんでもいいだろう。

　前はレッドと、こういう幸せな関係になれるとは思っていなかった。

　私がレッドと出会ったのは３年前。

　あの時、レッドの名前はギデオン・ラグナソンという名前で、私は魔王軍の侵略を受けていたロガーヴィア公国のお姫様だった。

　魔王軍と戦う為ために立ち上がった勇者ルーティ・ラグナソンとその仲間達。

　ギデオンは勇者の兄で、勇者が旅立った頃から一緒にいた最初の仲間だった。

　アヴァロニア王都でもトップクラスの騎士であり、勇者と共に人類希望の双翼とまで称された英雄だ。

　城を包囲され絶体絶命だった私の国を、魔王軍すら入ることのできない前人未踏の惑わしの森を抜け、隣国から援軍を呼ぶという作戦を立案し成功させたのもギデオンだ。

　絶望していた私が立ち直れたのも、ギデオンがいてくれたから……次の戦いのために旅立つギデオンと別れるのは悲しかった。

　私を救ってくれた英雄ギデオン。

　でもギデオンには弱点があった……神様がギデオンに与えた加護は、旅立ったばかりのまだ弱い『勇者』を守る役割である『導き手』。

　そのため最初から強いという能力と、それ以外なんの取り柄もないという弱点を与えられた。

　仲間達がギデオンの強さを追い越すのは時間の問題だった。

　そして。

「君は真の仲間じゃない」

　勇者の仲間の１人である賢者アレスからそう宣告され、ついにギデオンはパーティーを追い出された。

「リット、なんかぼーっとしているけど、どうした？」

　私のことをリーズレット姫ではなく、リットという愛称で呼んでくれるその人は私の顔を覗のぞき込みながら言った。

「ううん、レッドと一緒にデートができて幸せだなって思ってただけ！」

「あはは、今日は薬草を取りに来ただけだよ」

　勇者との旅から離れたギデオンは、レッドと名前を変えてこの辺境の地ゾルタンへと流れてきた。

　これまでの人生を戦いに費やしてきたギデオンは、辺境でレッドとしての穏やかな第二の人生を送ろうとしている。

　そして私はそんなレッドの力になりたいと、彼のお店に押しかけたというわけだ。

「もうそろそろ目的地だけど、まだ丘を一つ越えないといけないな」

　レッドは地図を見ながら言った。

「丘の上は景色が良さそうだ、そこで休憩にしてお弁当を食べるか」

「やったー！」

　レッドの作る料理はとても美味おいしい。

　でも、勇者の仲間としてとても凛り々りしかったレッドなのに、エプロンをして鼻歌を歌いながら料理をしている姿は……とても可愛いと思う。

　今朝も後ろから抱きつきたくて仕方なかったのだけど、刃物や火を使っているので危ないかなと自重した。

「えい」

「わわっ!?」

　なので今抱きつくことにした。

　レッドは驚き、そして顔をちょっと赤くして照れている。

　うん！　私達はどう見ても普通の恋人同士だ！

「まぁここなら誰も見ていないしな」

「えへへー」

「まぁでも、お腹なかも減ったし丘の上までもうちょっと頑張ろう」

　昔はこんなニコニコとは笑っていなかったなぁ。

　もちろん、騎士としてキリッと笑っていたギデオンもカッコよかったけど、今のレッドだってすごくカッコいい。

　まぁゾルタンでは、ギデオンは優しいけど冴さえない薬屋さんと思われているみたいだけれど。

　レッドの腰に佩はいた銅の剣をからかう冒険者もいる。

　そういうときレッドは決まって、「俺の夢はこうして平和に暮らすことなんだ」と言って、優しい顔で笑う。

「生きるか死ぬかの冒険はもう終わったんだ、これからは穏やかなスローライフを楽しむよ」

「昔のレッドは、寝る間も惜しんで戦場で戦っていたものね」

「いやもう本当、３日寝ないで戦場を走り回って戦い続けるとか二度とやりたくない」

　レッドは乾いた笑いを漏らした。

「ここはちょっと急な坂になってるな……でも遠回りするのも面倒だし進むか」

「了解ー」

　私達はレッドが「ちょっと急な坂」と呼んだほぼ垂直の崖を登る。

　傾斜はきついが、自然の崖だ。

　私達は飛び出した岩や窪くぼみを足場にピョンピョンと飛び上がっていった。

「よいしょっと」

　レッドの言葉に、私はふざけて合いの手をいれる。

「こらしょっと」

　レッドは木につかまりながらキョトンとした表情を見せた後で、口を開けて楽しそうに笑った。

「お姫様なのに〝こらしょっと〟って」

「レッドはこういうお姫様は嫌い？」

　私はちょっとおどけて言った。

「いいや、可愛くて好きだよ」

　ふわっ!?

　顔が熱くなって、私は思わず首のバンダナで緩んだ口元を隠した。

「もぅ、こんな時に変なこと言わないでよ」

　私は崖から突き出した木の上に着地し、文句を言う。

「ご、ごめん、つい口がすべって」

　レッドも自分の言葉に今更照れたのか、顔を赤くして弁解なのかよく分からない言葉を喋しやべっていた。

　その緩んだ顔を見て、私はなんだかとても嬉うれしくなる。

「ふふっ」

　レッドといると、私はいつも笑顔で幸せだ！
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　崖の上でお弁当を広げ、私とレッドは昼食を食べた。

「なぁ、これ上手うまくできたと思わないか？」

「うん、すっごく可愛い」

　レッドは花の形に飾り切りされた野菜サラダを見せる。

　まるで花畑のようだと私は思った。

「今日薬草を集めに行く場所がどんなところかなって想像していたら作りたくなってね」

　レッドにとっても会心の出来だったようで、私に見せるのを楽しみにしていたみたいだ。

　照れくさそうに、でも満足げに笑っている。

「これだけ可愛いと食べるのが勿もつ体たいないね」

「う、うーん、たしかに」

　レッドは名残惜しそうに花畑を見つめながら、きゅうりを一つ食べた。

「よし一つ食べちゃったから、もう全部食べちゃおう」

　私が気を使わないよう自分から食べたのだろう。

　ふふっ、本当に優しいんだから！

「じゃあいただきまーす！」

　遠慮なく私も食べる。

　レッドの料理はやっぱり美味しい！

　その時、ガサッと物音がした。

「む？」

　私とレッドは物音の方向を見た。

「キュルルル[image: かんたんふ]」

　茂みから大きな影が飛び出してきた。

　フクロウの頭に熊の体を持ったアウルベア。

　森の生態系の頂点に立つモンスターだ。

「食事中だ、邪魔するな」

「ホゥ!?」

　ゴツンと大きな音がしてアウルベアの体が吹き飛んだ。

　レッドが拳でアウルベアを殴ったのだ。

　予想外の素手打撃に、しかも大ダメージを受けアウルベアは慌てて逃げていく。

「倒さなくてよかったの？」

「斬って血を流させたら、せっかくの昼食が台無しじゃないか」

　確かに！

　私は大いに同意すると、目の前の美味しい料理へとまた手をのばす。

　これを完食しないなんてありえない。

　レッドと一緒のこの時間はモンスターを倒すよりもずっと重要なのだ。

「目的地にたどり着いたらテントを立てて、それから薬草集めだ。着いたらあらためて教えるけど、今回探している薬草の見分け方は大丈夫か？」

　私は胸をたたいて笑う。

「任せて！　しっかり予習してきたから！」

「頼もしいな、みんな困っているだろうし薬草を集めて薬を用意しないと」

　そう、私達が滅めつ多たに人のこない森の奥までやってきたのは特別な薬を作るためだ。

　今ゾルタンを騒がせている、〝突然のドリアン事件〟。

　脱力する名前だが事態は深刻……事件に巻き込まれた可哀想なウメちゃんのためにも、私とレッドは薬草を無事に持ち帰らなければならないのだ。




○第一章　ランチタイム




　俺とリットが薬草を取りに森へ向かう６日前。

「レッド、この新しい風邪薬はこっちでいい？」

「ああ、そこらへんを副作用が少なく利用頻度も高い薬にしようと思うんだ」

「痛み止め、整腸薬、強壮薬、消毒薬に止血ゼリー……うん、どれもあると安心なお薬ね」

　リットは棚に置かれた薬を見て「なるほど」という顔で頷うなずいている。

　可愛い。

「さて、じゃあ今日はお客も少ないし今のうちに昼食の仕込みをしようかな」

「へぇ、今日は凝った料理をするの？」

「いや、仕事中だしそんな凝った料理はしないよ。ただスープだけ先に煮込んでおこうかなって」

　今日は鶏とりガラをしっかり煮込んだスープを作りたい。

　いつも薬を卸している商人が代金のおまけでくれたのだ。

　まぁ肉を取った残りなので、捨てるはずのものを貰もらったようなものだが。

　それでもあの鶏ガラは高級なドラゴンチキンの鶏ガラ。

　きっと美味しいスープができるだろう。

「分かったわ、お店のことは私に任せて」

「うん、凝った料理ではなくてもお昼は期待していてくれ」

「えへへ、すっごく楽しみ！」

　俺が奥のキッチンへ行こうとした時。

　カランとベルの音が鳴った。

「いらっしゃいませ……あ、タンタ！」

「リットさん！　レッド兄ちゃん！　遊びに来たよ！」

　入ってきたのはハーフエルフの少年タンタ。

「こ、こんにちは！」

　その後ろから、ちょっと緊張した様子の人間の女の子。

　初めて見る子だな。

「こいつはウメ！　俺の友達なんだ！」

「はい！　私はタンタの友達のウメと言います！」

　ウメはタンタと同じ歳としくらいの女の子だ。

　ボサボサで右目が隠れてしまっている髪、服は白いシャツの上から青いワンピースを着ている。

　腕や顔が日焼けしているな……春の季節にこの焼け方は、最近船に乗っていたか。

「ウメはこの間、下町に引っ越してきたんだ！」

「そうなんだ、ようこそゾルタンへ、歓迎するよ」

　俺がそう言うとウメは慌てながら礼儀正しく頭を下げた。

「よ、よろしくお願いします！」

　いい子だ。

「で、この町のことを何も知らないみたいだから、俺が下町のことを教えてあげているってわけ！」

　タンタは胸を張って答えた。

　リットが偉いとタンタの頭をなでている。

「…………」

　おや、ウメの表情がちょっとだけ不機嫌になった……。

　なるほどなぁ。

「レッド兄ちゃん、何ニヤニヤしてるのさ」

「いやいやなんでもないぞ」

　うんうん、微笑ましい。

「俺達も名乗らないとな。俺はレッド、この薬屋のオーナーだ」

「私はリット、この薬屋の従業員でレッドの恋人よ」

　恋人って。

「お、おい初対面の子供になんて自己紹介をするんだ」

「何一つ嘘うそは言ってないもん」

　まぁそれはそうなのだが。

　ほら、ウメが困ってるじゃないか。

「レッドさんとリットさんですね、よろしくお願いします」

「よろしく、ゾルタンへは定住するのかい？」

「はい、私の父は交易船の船乗りだったんですけど、引退してゾルタンに定住することにしたんです。ゾルタンと海辺の村に商品を運ぶ小型船の船長になるそうです」

　ウメは初対面の大人に気後れした様子でおずおずと、しかし言葉は理路整然と答えた。

　しっかりしている子だ。

「それじゃあうちとも取引することあるかもな」

　ゾルタンと周辺の村との交易では、村から生産される食料の代わりに、ゾルタンからは加工品を取引に出すのが基本だ。

　中でも薬はどの村でも必需品で良い商品なのだ。

「レッドさんのこと、父にも話してみますね」

「そうだな、下町は職人が多いからタンタに案内してもらいながら目ぼしい商品を探すのも良いかもな」

「はい！」

　話しているうちに初対面の緊張も解けてきたのか、ウメの顔が明るくなった。

「本当、ウメちゃんはしっかりしてる子ね。でも、まだ子供なんだしタンタと楽しく遊ぶことも忘れちゃダメよ」

「そうだよ、ゴンズも働く時は働き、遊ぶと決めた時は遊ぶ、仕事のことを忘れられてこそ一人前のゾルタン人だって言ってた！」

　リットとタンタに言われて、ウメは顔を赤くした。

「は、はい……私も一人前のゾルタン人になれるよう努力します」

　努力とはちょっと違うような？

　だがタンタはウメの言葉を聞いて満足げに笑った。

「うんうん、もしウメが大人になったら、俺がウメの家を建ててやるからな！」

「へ!?　う、うん！」

　ウメはタンタの夢が大工だと知っているんだろうか？

　もし知らなければ今の言葉は別の意味にも聞こえるような……。

「えへへ……」

　ウメは両手で顔を隠し、うつむきながら笑っている。

　タンタには全く伝わっていないようで、キョトンとした後、笑っているウメが面白いのか一緒になって笑い出した。

　微笑ましいからまぁいいか。

「さて、俺はこれからちょっと昼食の仕込みをしてくるから、リットと一緒に遊んでてくれ」

「はーい」
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　レッド＆リット薬草店。キッチン。

　トントンという包丁キツチンナイフの音が静かに響いている。

「ふんふーん♪」

　俺は鼻歌を歌いながらスープの仕込みをしていた。

　時折、リット達の笑い声が聞こえてくる。

　客の少ない日だが、今日も楽しい日だ。

「ん？」

　背後に気配がした。

「あの……」

「ウメか、どうした？」

「いえ、レッドさんがどんな料理を作っているのか見学したくて」

「あはは、そう大したものではないよ」

「リットさんもタンタも、すごく美味おいしいって言ってました」

　恥ずかしいなぁ。

　俺はちょっと照れながら包丁キツチンナイフを動かし、野菜を切っていく。

「わぁ、すごく器用ですね」

　ウメは目を見開いて驚いていた。

「毎日作ってるからな」

「男の人なのに？」

「ウメの家はお母さんがずっと作っているのか」

「はい、たまに父も作りますけど……父は片付けをしないからちょっと困ります」

「あはは」

　俺は笑った。

　ウメは俺が料理をしていることが、まだちょっと不思議そうだ。

「そうだな、妻か夫か、別にどっちが料理を作るべきみたいなことは言わないけどさ」

「はい」

「大切な人が喜ぶ顔を見たいのは、男も女も関係ないと俺は思う。俺は料理が好きというより、俺の料理を食べて喜んでくれるリットが好きなんだ」

「……!!」

　ちょっと照れくさいことを言ったような気がする。

「あー、まぁそんな感じだ」

　俺は鍋に材料を入れながら、照れ隠しに視線をそらす。

　だが、ウメは真まっ直すぐ、そしてキラキラと輝く目で俺のことを見ていた。

「レッドさんは素敵だと思います！」

「そ、そうか？」

「あの！　時間があるときで構わないんですが、私にも料理を手伝わせてくれませんか！」

「あはは、ウメは大人だなぁ。こういう時は素直に料理を教えて欲しいって言っていいんだぞ」

　ウメの顔が赤くなった。

「うん、じゃあ早速今日の昼食は一緒に作るか」

「いいんですか？」

「もちろん！　今日は忙しくもないし、教えながら楽しく作ろうか……タンタも食べるしね」

「あう……」

　大工として働いているタンタの元へ、お弁当を作って持っていくウメ。

　そんな未来があるのかもしれないな。

　いつか未来の２人の笑顔に俺の知識が役立てたとしたらとても嬉しいことだ。

　俺はそう思い、笑った。
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「はぁ、お腹なかいっぱい」

「美味しかったねー」

　リットとタンタはそう言ってお腹をさすっている。

　その表情は幸せそうで、俺は料理を作って良かったと嬉うれしくなった。

「ふふっ」

　ウメの顔もほころんでいる。

　きっとウメは料理が上手うまくなるだろう。

「そういえば」

　俺も気が緩んでいたのだろう。

「鶏とりガラをくれた商人はもう一つ、舶来品の高級果物もくれたんだったな」

「「高級果物！」」

　リットとタンタが身を乗り出して叫んだ。

　しまった、思ったことを何も考えずに口に出してしまった。

「い、いや、大したものじゃないんだ」

「えー、なによ勿もつ体たいぶって！」

「もしかして……レッド兄ちゃんが独り占めする気なんだ！」

「ずるーい！」

　リットとタンタが文句を言いながら迫る。

　困った俺はウメに助けを求めて視線を向けるが……。

「私も、どんな果物なのか見てみたいです」

　逃げ道は無かった。

　しまったなぁ、こうなると思ったからリットにも黙っていたのに。

「分かった、分かった」

　仕方ない。

「だけど見せるのは30分後だ、食事の直後はまずい」

「えー、食後のデザートにしようよ！」

「うーん、味は濃厚に甘くてすごく美味しいらしいんだけど……まぁ実際見たら分かるよ」

　口をとがらせているリットの頭をなでながら、まぁこうなったら30分後のリット達の反応を楽しみに待つことにした。
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　30分後。

　俺は厳重に密封された箱を庭に置く。

「レッド兄ちゃん、なんで家の中じゃなくてわざわざ庭で開けるのさ」

　タンタは首を傾かしげている。

「まぁすぐに分かるよ」

　俺は苦笑しながら、ナイフを使って箱を開けた。

　すぐに３人の表情が変わる。

「うわああああ!?」

「えっ、なにこれ!?」

「腐ってます！　これ腐ってますよレッドさん！」

　箱の隙間から漂ってきた臭いに、３人は悲鳴を上げた。

　大騒ぎする姿に俺は思わず吹き出してしまう。

「ほら、俺の言った通り食事した直後じゃなくて良かっただろ？　慣れたらこの臭いが好きになるらしいけど」

「何言ってるんだよ！　これ生ゴミの臭いだよ！」

「玉ねぎが腐った時の臭いね！」

「長い船旅の最後のあたりの食料庫からこんな臭いがします！」

　本当、３人とも良い反応するなぁ。

　俺は箱の中からトゲトゲのついた大きな果実を取り出す。

「これはドリアンといって、ゾルタンよりもさらに南の島で採れる果物らしい」

「あー、なんか聞いたことある」

　リットは「おおっ」という表情になったが、タンタとウメはまだ顔を歪ゆがめて鼻を摘んでいる。

「臭いはすごいが、味は最高の果物だそうだ。商人も一つ試しに手に入れたそうだが、この臭いにビビって俺に押し付けたんだ」

「へぇ、私の故郷は北国だから、噂うわさだけで実際に見たことは無かったわ」

　リットは興味深そうに顔を近づけ。

「ぐえ」

　臭さで顔をのけぞらせた。

　可愛い。

「庭で開封して良かっただろ？」

「確かに、部屋にニオイ移りしたら嫌だねぇ」

　リットはうむむと唸うなっている。

「もうちょっと熟れたら調理してみようと思ってたところだったんだ」

「怖いような楽しみなような」

「タンタとウメも呼ぶからな」

「うっ、本当に美味しいんだよね？」

「ちょっとワクワクします」

　俺は再び箱の中に収め封をする。

　とは言ったものの、どうやって料理すればいんだろうなぁ……港区の船乗り達にでも聞いてみるか。

「臭いといえば」

　ふと、思い出したようにタンタがつぶやいた。

「どうした？」

「レッド兄ちゃん知ってる？　毒ガス事件！」

「毒ガス事件？」

　物騒な名前だな、なんだろう？

「港区の船乗り達の宿ですごい異臭がした事件があったんだって。あまりの臭さに吐く人や失神する人とかいて、〝あびきょーかんのじごくえず〟だったんだって！」

　地獄絵図……その場に居合わせなくてよかった。

「……原因は何だったんだ？」

「船乗りの１人の体臭だったそうです」

　ウメが答えた。

「体臭？」

「って、港区の人達が噂してました……私も詳しいことは何も」

「ふうむ、体臭でそんなことになるかなぁ？」

　どうも腑ふに落ちない。

「その船乗りはどうしたんだ？」

「ええっと、疫病や呪いの疑いもあるから病院に連れて行かれたらしいです」

　元騎士としての勘だが、何か別の原因がある気がするな。

　もしまだ事件が続くようなら少し気にしておくか。

「ねぇレッド兄ちゃん、何か鼻直しにお茶欲しい」

「鼻直しって……でもそうだな、俺も何かいい香りのするものが飲みたくなった」

「私もー！」

「よし、ハーブティーを用意するよ」

「「やったー！」」

　俺がそう言うとリットとタンタは手を叩たたきあって喜んでいた。

「ほら、ウメも」

「や、やったー」

　タンタに促されてタンタの手を叩くウメ。

　ウメは手を触れ合わせた後、顔を赤くしていた。

「うーん、ウメちゃんといると楽しくなりそう」

「俺もそう思ってた」

　俺とリットは顔を見合わせ、声を上げて笑ったのだった。




○第二章　２人のファッションショー




　翌日。

　俺とリットは買い物を終えて下町の街路を歩いていた。

　街路と言っても石畳の洒しや落れたものではなく、土肌の道だ。

　ゾルタンの人々が日々踏み固めたその道は歩きやすく、転ぶような凹凸も少ない。

　道端に建ち並ぶ木造の建物からは明るい声が聞こえてくる。

　今日もゾルタンは平和だ。

「うああん……ひっく……ううぅ……」

　女の子の泣き声がした。

「この声……」

「ウメの声だな」

　泣き声は塀と塀の間を縫うような小道から聞こえる。

　小道は子供か猫くらいしか通れなさそうな狭さだ。

「行ってくるよ」

「待って、私も行く」

　俺達は塀の上へと飛び上がった。

　塀の上にいた猫が驚いて逃げていく。

　人が乗るには不安を感じる木の板でできた塀だが、俺もリットも卓越した戦士だ。

　このくらいの足場で失敗することはない。

　俺達は頼りない塀の上を素早く走る。

　小道の奥、壁と壁の狭い隙間でウメは泣いていた。

「ウメちゃん、大丈夫？」

　リットが優しく声をかける。

　ウメはビクリと肩を震わせた。

「だ、誰!?」

　ウメは振り返るが、残念ながら俺達はその狭い小道には入れない。

「私よ、薬屋のお姉さんリット」

　二度目の声掛けでウメは上を見上げる。

「はぁい」

「リットさんとレッドさん!?」

　塀の上に座って、ひらひらと手を振る俺とリット。

　その姿を見たウメは驚いて涙も引っ込んでしまったようだ。

　良かった。

　だが、そこでウメはハッと何かを思い出したかのように駆け出す。

「お、おい！」

　俺は慌てて追いかけた。

「来ないで！」

「急にどうしたんだ!?」

　ウメには恐怖の感情が見えた。

　この平和なゾルタンで一体何があったんだ？

「うーん、仕方ないわね、こうなったら強引に！」

　リットは両手で印を組む。

「イタズラ好きの風の精霊よ、力を貸して！」

「きゃっ!?!?!?」

　足元から突風が起こり、ウメの体が狭い小道から空へと放り出された。

「よっ、と」

　空中にいるウメを俺がキャッチする。

「ナイスキャッチ！」

「まったく、リットは無む茶ちやするなぁ」

　俺は笑いながら、壁を蹴って飛び上がり屋根の上へと着地する。

「狭いところで泣くのもいいけど、俺は誰も来ない風通しのいいところで泣く派だったな」

「あ、あ……」

　屋根の上からゾルタン下町の様子が見える。

　往来を通る人々はみな呑のん気きな顔や、いかにも仕事が面倒くさいという気の抜けた顔をしている。

　左を向けば中央区の大聖堂の尖せん塔とうが見える。さらに視線を遠くに向ければ、うっすらと〝世界の果ての壁〟の山並みまで見えた。

　ゾルタンの光景だ。

「あの！」

「あ、ごめん」

　ウメを抱きかかえていたままだった。

　俺は屋根の上へそっと降ろす。

　足を滑らした時のために手は握っていた方がいいだろう。

「い、いえ、そうじゃなくて」

　ウメは不安そうにもじもじしている。

　なんだ？

「私、臭くないですか!?」

「臭い？」

　唐突に言われて俺は首をかしげる。

　まぁ加護レベルの高い俺は、匂いを意識すれば常人より遥はるかに嗅覚も鋭いのだが、その俺からしてもウメは普通程度としか言いようがない。

「良かった」

　ウメはホッとしている様子だ。

　ふむ？

「今ゾルタンを騒がせている異臭騒動のこと？」

「リットさん！」

　リットは屋根の上へ軽やかに着地し、泣き止やんだウメを見て笑った。

「大丈夫、今のウメは春のお日様のような香りがするわ」

　リットの言葉に、ウメは恥ずかしそうにうつむいた。

　なるほど、今のは匂いの褒め言葉になるんだな。頭の中にメモしておこう。

「時と場合によるかな」

　俺の顔を見て、リットはニヤリと笑って言った。

　うむむ、騎士時代は貴族令嬢の香水を褒めることはあっても、普段の匂いを褒めることなんて無かったからなぁ。

　ある特殊性癖の同僚は、「君の体臭は濃厚なチーズのような癖になる香りだ」とか言いながら王宮で働いていた貴族の令嬢に告白して、強烈なマジギレビンタを食らっていたっけな。

　翌日には王宮のあらゆる女性から白い目で見られていたのをよくおぼえている。

　恐ろしい。

「……生兵法は怪け我がのもとか、やめとこう」

「あはは、それがいいと思う」

　俺達の会話を聞いて、ウメはおかしくなったようでクスクスと笑っている。

　その目にはもう涙は無い。

　俺とリットは顔を見合わせ笑った。

　３人でひとしきり笑った後、リットはウメにたずねる。

「それで、あなたも異臭騒ぎの被害者になったのね」

「はい……」

　悲しい顔をしながら、それでもウメは何が起きたのか俺達に説明してくれた。

「私は今日もタンタと一緒に下町で遊んでいたんです。そうしたら、〝いかけ通り〟を歩いていた時、すごい臭いがして……この間レッドさんに見せてもらったドリアンの何十倍もの臭さでした」

「例の異臭騒動か、それで泣いていたのか？」

「いいえ、タンタと私は慌てて逃げたんです。すごい臭かったし毒ガスだったらどうしようって怖かったけど、タンタが手をつないで私を引っ張って走ってくれて……ちょっと楽しかったな」

　ウメは頬を赤くしてはにかんだ。

　微笑ましいな。

　だがすぐに表情が曇ってしまう。

「そのときは良かったんです。臭いから逃げ出して、私達はまた遊びました……でもしばらくしたらまたあの臭いがやってきて」

「二度目か……またタンタと逃げたのか？」

「はい、でも今度は逃げても逃げても臭いが追いかけてきて」

「追いかけてくる……か」

　なるほど、そういうことか。

「二度目はウメが原因だったんだな」

「……はい」

　ウメは消え入りそうな声で答えた。

「タンタが……すごく驚いた顔で私を見たんです、きっと私嫌われちゃった」

　思い出して悲しくなったのか、ウメの目に涙が浮かんできた。

　俺は慌てて話を続ける。

「それでタンタはなんて言ったんだい？」

「ううん、私タンタがなにか言う前に逃げたんです」

「それは辛つらかったよね」

　リットは泣きそうになっているウメの体を抱きしめた。

「好きな人に嫌われる……私だって耐えられないことだわ。本当に辛かったよね」

「うぅ……」

「でもね、私もタンタの友達だからタンタのことはよく知ってるの。タンタはとても優しい子よ。ウメちゃんから変な臭いがしたら、ウメちゃんのことを嫌いになるより心配すると思うの」

「心配……？」

「そう、だから急にウメちゃんが走っていなくなっちゃって、すごく心配してるんじゃないかな？」

「……でも」

　リットの言葉に、ウメは俯うつむいてしまった。

　嫌われたかもしれないという恐怖でタンタに会う勇気が無いのだ。

　だがこのまま避けてしまうと、２人は二度と遊ばなくなることもありえるだろう……それは悲しいことだ。

「うーん、そうねぇ」

　リットはウメの頭をなでながら考えている。

　そうだなぁ。

「匂いか……それなら」

　俺は思いついたことを口にする。

「タンタはお菓子が好きだ」

　クッキーやケーキを作ると、本当に美味しそうに食べてくれる。

　リットと並んで口いっぱいに頬張って幸せを噛かみ締しめている姿を見るのは、俺の楽しみの１つだ。

「だから、タンタに喜んでもらいつつ、タンタと仲直りする方法として、ウメがお菓子を作って持っていくのはどうだろう」

「私、お菓子なんて作ったこと無くて……」

「大丈夫、俺が教えるさ」

　よしよし、思いつきだったけど良い考えだという気がしてきた。

「そうだ、ここはドリアンを使ったケーキを作ってみよう。あんなに臭かったドリアンが美味おいしいケーキにもなると分かれば、異臭事件のことなんて忘れるさ」

「「えっ」」

　あれ？

　なんか２人からの視線が冷たいな。

「それはちょっと嫌です」

「ウメちゃんは冒険者じゃないんだから、そんな毒をもって毒を制すみたいなやりかたしなくても」

　不評だった……ちょっと落ち込む。

「それにウメちゃんは何も悪くないのに、お菓子を持っていったらタンタは余計に気後れしちゃうんじゃないかな。タンタは人の気持ちの分かる子だから」

「うーん……」

「もっとさりげなく……というか、ウメちゃんの魅力を引き立てる方向がいいと思うの」

「ウメの魅力？」

「でも私は他の子みたいに綺き麗れいな肌じゃないし……」

　ウメは日焼けした自分の体を悲しそうに眺めていた。

「そんなことないわよ」

　リットがウメの肩に手を置きながら言った。

「ウメちゃんはとても魅力的よ、健康的な小麦色の肌と少し華きや奢しやな体の組み合わせは可愛らしいと思うわ」

「でも……だって……」

「私が言ってもだめだよね、じゃあタンタはウメちゃんの体を悪く言ったの？」

「私のことを見てタンタは……すげーって言ってました」

「あはは、タンタらしい表現ね」

　ウメの腕を取って目を輝かせているタンタの姿が目に浮かぶようだ。

　内気で大人びているウメにとって、タンタの無邪気な反応はきっと心地よいものだったのだろう。

「よし決めた！」

　リットが大きな声を出した。

　俺とウメは驚いてリットの顔を見る。

　リットは輝くような明るい笑顔で言葉を続けた。

「私、これからウメちゃんに服をプレゼントするわ！」

「服!?」

　ウメはあわあわと手を振っている。

「そんな悪いですよ！」

「いいえ悪くない！　今のウメちゃんのような子には素敵な服が必要よ！　素敵な服って着ていると自信が湧いてきてね、自分のことが好きになれるの」

「自分のことを好きになれる？」

　リットはウメに熱弁を振るっている。

　確かに服には力がある。

　何の魔力もこもっていない、ただ糸を織って作った服が、どんな精神作用の魔法よりも強力に人を感動させることもある。

　ふむ。

「じゃあ俺は服に合う香水を調合するかな」

「こ、香水!?」

　ウメがさらに驚いた。

「そ、そんな高価な物いただけないです!?　い、いえ、香水なんて船の積荷でしか見たことないので値段とか分からないですが……」

「調香師の腕もあるし、原材料もありふれたものから希少なものまで多岐にわたる。高い香水はマジックアイテム並の値段がするな。まぁ、俺は専門家じゃないからそんなすごい香水を作れるわけじゃないし、素材もゾルタンで手に入るものだけだから高価なものじゃない……でもタンタにまたびっくりしてもらえるくらいの効果は保証するよ」

　誰もが驚く香水を作ることは難しいが、タンタ１人を驚かせるのならなんとかなるだろう。

　うーん、やる気が出てきた！

「さすが私のレッド！」

　リットは嬉しそうに俺に抱きつき頬にキスをした。

「わぁ」

　ウメが両手で赤くなった顔を覆っている。

　子供の前で……そう言おうと思ったが、リットはウメに見せるためにあえてイチャイチャしたようだ。

　恋する少女であるウメに、恋が幸せなものだと見せたかったのだろう。

　恋への憧れを持たせてしまったからには、なんとしてでもタンタとまた一緒に遊べるようにしてあげないとな。

「ますますやる気出たでしょ？」

　俺の顔を見て、リットは楽しそうに笑っていた。




　　　　＊　＊　＊




　ゾルタン下町。

〝マダム・オフラーのステキなお洋服店〟。

「すごい名前ですね」

　ウメは店の入口に掲げられた看板を見て言った。

　看板には、丸みのある文字で書かれた店名の横に、ものすっごい笑顔で布を裁断している女性の姿が描かれている。

　もし文字が読めなくても、ここが服屋だということはすぐに分かるだろう。

「オーナーもすごい人よ、一度会ったら忘れないと思うわ」

　リットは楽しそうに言った。

「いまさらだけど、リット」

「何？」

「俺も一緒に来る意味あるのか？　買い物は２人にまかせて、俺は香水作るってのも効率いいかなと」

「でもどのみち香水はすぐにできるものじゃないんでしょ？」

「そうだなぁ、頑張っても完成は夜になるだろうし、タンタに会うのは明日かな」

「でしょー、だったら私達と一緒に付き合ってよ。男の人の意見も聞いてみたいから♪」

「リットがそう言うのなら、まぁいいか」

　効率で考えれば、ここはリットに任せたほうが良いのだろうが、なんだか嬉しそうなリットの顔を見れば反論する気持ちも無くなる。

　それに俺だってリットと一緒にいたいわけだし。

「じゃあ、多分うるさいだろうけど驚かないようにね！」

「うるさい？」

　リットは店の扉を開け、中へと入った。

「オフラーさんいる？」

　リットが店の中に入ると、誰もいない店内が見えた。

「あらぁ」

　店の奥から声がする。

　軽やかな足音とともに、背の高くがっしりとした筋肉質の女性が飛び出してきた。

「リットちゃんいらっしゃい！　レッドちゃんも久しぶりねぇ、もっとたくさん来てくれてもいいのに」

「こんにちは、オフラーに仕立ててもらった服は大切に使っているから、なかなか消耗しないんだよ」

「まぁ！　嬉しいけど、商売人としては困っちゃうわ！」

　オフラーは口に手を当て楽しそうに笑った。

　ここはリット行きつけの洋服店だ。

　中央区にある貴族御ご用よう達たしのお店ほどではないにしろ、お高めの店ではある。

　だが、仕立てる服はお洒しや落れかつ頑丈で長持ちする。

　仕事場でもお洒落をしたい人達に人気のある店だ。

「こ、こんにちは……」

「あらまぁ、今日は可愛いお友達も連れてきてくれたのね!!」

　気後れしてリットの後ろに隠れているウメに対し、オフラーは長身を折り曲げウメの視線に合わせて笑った。

「狼おおかみの入れ墨？」

　オフラーが前かがみになったことで、オフラーの肩にある入れ墨に気がついたようだ。

「あらやだ、恥ずかしいものを見られちゃったわね」

「狼の入れ墨……オフラー……」

　ウメの表情がまさか、というものに変わった。

「もしかして、ラーク闘技場チャンピオンのオフラー・ザ・レッドウルフ？」

「まぁまぁ、私の過去を知っているなんてお嬢ちゃんは物知りね。でもだめ、ゾルタンでは他人の過去は詮索しないのが決まりなの」

「は、はい、すみません」

　ウメは慌てて謝ると、俯うつむいた。

　オフラーはその頭を優しく撫なでる。

　オフラー・ザ・レッドウルフの名は俺も知っていた。

　交易都市ラークの剣闘士で、その長身に似合う艶あでやかな服と、刀長１メートルに近い大太刀を使う女剣士。

　近くで見るとかなりゴツい感じの容姿なのだが、戦う姿には見み惚とれるような華があったことだろう。

　実際、人気も絶大だったと聞いている。

　奴隷剣闘士から成り上がり、自由を買い取ってからも無敵のチャンピオンとして君臨していたオフラーが、なぜゾルタンで服屋を始めたのか。

　きっとそこにはオフラーの物語があるのだろうが……ゾルタン人は過去を詮索しない。

　今ここにいるのは素敵な服を仕立ててくれるマダム・オフラー。

　スローライフには十分なのだ。

「それじゃあ、今日はいつものようにオーダーメイド？　それとも既製品レデイ・メイド？」

「明日には服を用意したいから、今日はお店にあるものを買わせてもらうわ」

「まぁ！　それは選ぶのに気合はいっちゃうわね！」

　リットの言葉に笑顔で応じるオフラー。

「それで、どういうシチュエーションのために服が必要なのかしら？」

　リットはウメの肩に手を置いて、優しい笑顔で話を促した。

「でも……」

　だがウメは躊ちゆう躇ちよしている。

　異臭事件の当事者であることはあまり人に話したくないのだろう。

「大丈夫、オフラーさんは笑ったりしないよ」

「……本当？」

　リットはかがむと、不安そうなウメの視線に合わせる。

「本当よ、オフラーさんは他人の話を嫌がったり、怒ったり、笑ったりしない。ただ、あなたが悩んでいることを正直に伝えれば、その悩みを解決するのにピッタリな服を用意してくれるの」

「ピッタリな服……ですか？」

「素敵な服は、きっとあなたに勇気を与えてくれる……ほら、私を信じてみて」

「分かりました……あ、あの、オフラーさん、私は……」

　リットの言葉にウメは何度もつっかえながら、自分に起きたこと、タンタと仲直りしたいことをオフラーに伝えた。

「まぁまぁ！　それは大変だったわね、でも大丈夫！　このお店にはあなたの背中を押してくれるお洋服が必ずあるから、一緒に探しましょう！」

「はい……！　よろしくお願いします！」

　オフラーとリット。

　どちらも大人としての強さと、子供目線に合わせる優しさを持った女性だ。

　ウメの不安も消えたようで、店にあるたくさんの服に目を輝かせていた。

「それじゃあ、レッドは試着室の前で待っててね！」

「ああ、俺のことは気にせずじっくり選んでこい」

　この店の試着室は鏡付きの小部屋となっている。

　３人で一緒に入っても、十分余裕のある部屋だ。

　俺はカーテンのこちら側でのんびりと待つことにした。

　やることもないので店内の様子を見渡す。

　俺がこの店に来るのはリットに連れられてくる時くらいで、こうしてじっくり見たことは無かったかもしれない。

「雰囲気の良い店だよなぁ」

　春物の服が並んでいるが、並び方も見み栄ばえ良く配置されており、全体を見たときにお洒落だと思わせる魅力がある。

「これ、大工職人向けの作業着だよなぁ、普段着にしても良さそうだ」

　革で補強された頑丈な服。

　だが補強された部分がアクセントとなっていて、とてもお洒落に見える。

「いつかワーカースタイルがファッションのジャンルになるかもしれないな」

　そんなとりとめのないことを思いながら待っていると。

「レッド！」

　シャッとカーテンが開き、中からリットとウメが現れた。

「どうでしょうか？」

「可愛いでしょ！」

　顔を赤くしているウメの隣で、リットがドヤ顔で胸を張っている。

　ウメは、ノースリーブの白いワンピースに大きなリボンのついた白い帽子というスタイルだった。

　白い服が、日焼けしたウメの肌に良く似合う。

　そしてその隣のリットも白いワンピース。

　こちらはフリルなどのないシンプルなデザインのワンピースだ。それだけに大きく露出した肩の肌色が眩まぶしい。

　腕に巻いた琥こ珀はくのブレスレットが良いアクセントとなっている。

「って、リットも服を買うのか」

「もちろん、服を買う時は２人で一緒に選んだほうが楽しいのよ」

　リットは「ねー」とウメに同意を求めた。

「……うん」

　ウメははにかみながらコクリと頷く。

「それじゃあ、レッド！　感想どうぞ！」

「あー、よく似合っていると思うぞ」

「ふーん、その反応ならまだ上はありそうだね」

「えっ」

「さあウメちゃん、次行ってみよー！」

　再びカーテンが閉められ、リット達は部屋の奥へと戻っていく。

「じゃーん、ヒスイ王国風キモノスタイル！」

　ウメとリットは、赤い布地に蝶ちよう々ちようが描かれたお揃そろいのキモノを着ている。

　さすがオフラー。交易都市ラークで育っただけあって珍しい服も置いてあるもんだ。

　しかし……。

「ふむふむ、驚きはするけどゾルタン下町の人達がキモノを受け入れるのはちょっと時間がかかりそうなのね」

「何も言ってないのに、俺の表情だけで良くそこまで分かるな」

「大体合ってるでしょ？」

「まぁ」

「うふふ、私はレッドのことは顔を見れば分かるんだから！」

　リット達はまた着替えるために引っ込んでいった。

　それから色々服を試していったのだが……。

「これはどうだ、夏を先取り大胆水着コーデ！」

　迷走し始めた！

「いや、いきなり水着で会いに行くのはどうだろう？」

「そっか！　次！」

　また引っ込み、しばらくすると。

「お嬢様と執事コーデ！」

　おっと、これはまずい雲行きだぞ。

「ミニスカート＋スパッツの活気溢あふれるスタイル！」

「いや、やっぱりシャツの裾に隠れるショートパンツがドキドキな組み合わせ！」

「それとも戦う女をアピール！　剣闘士風ビキニアーマーコーデ！」

　リットは着せ替えが楽しくなって暴走している。

「ああもう！　レッドも一緒に試着しようよ！　３人合わせたらもっと楽しいファッションが見つかるよ！」

「落ち着け、ツッコみたいことは山程あるが、まずウメは１人でタンタと会うんだぞ」

「……そうだった」

　我に返った様子で、リットは笑っている。

　ウメの様子を見ると……。

「あはは、でも私こういう服を一度着てみたかったんです」

　そう言って、ウメも鏡の前でビキニアーマーを着た自分の姿を楽しそうに眺めている。

　ウメの顔にはもう、泣いていたときの表情はどこにも無かった。

「さすがリット」

　俺の恋人には人を笑顔にする才能がある。

　彼女が英雄リットと呼ばれたのは強かったからだけじゃない。

　共にいる人達を笑顔にできる希望の存在だからだ。

「本当、リットちゃんはイイ女よね」

　オフラーは、リットとウメが笑っている様子を眺めながら言った。

「あなた達、幸せになりなさいよ」

「もちろん、それが俺の人生の目標だからな」

　リットと一緒に幸せなスローライフを目指す。

　それが今の俺の夢なのだ。
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　翌日。ゾルタン下町の広場。

　ウメが着ているのは、オフショルダーの白いブラウス。

　下はミニスカートと黒のスパッツ。

　髪留めには小さな花の形にカットされた赤いメノウが輝いている。

「仲直りできるかなぁ」

　物陰に隠れているリットはニヤニヤと緩む口元を首のバンダナで隠しながら言った。

「まぁ、タンタなら大丈夫だろう」

　リットと一緒に隠れている俺は気楽にそう答えた。

　仲直りというか、そもそもタンタは怒っているわけじゃないだろうし。

　こうしてウメがタンタを呼び出せただけでもう勝ったようなものだ。

「私が楽しみにしているのはその先よ……あっ来た！　ほらレッド、見えちゃうかもしれないからもっとこっちに来て！」

　リットは俺の体を自分の方へと引っ張る。

　ほとんど体を密着させながら、俺はリットの柔らかい体と俺が調合したシャンプーの香りを感じながら、少し落ち着かない状況でウメの様子を窺う。

「静かにね……」

　ウメを見つけたタンタが駆け寄ってきたのを見て、リットは唇に指を当て言った。

　もちろん分かっているさ。

　俺達は魔王軍を相手に鍛えた能力を存分に発揮して、気配を消し子供達の恋の行方を見守る。

「ウメ!!」

　タンタの顔はすでに笑顔だ。

　やはり怒っている様子はない。

「良かったー、昨日急にいなくなったから心配したんだぞ！」

「ご、ごめんね……」

　ウメは少し言葉につっかえながら謝った。

　２人はちょっとぎこちない。

「もぅ、タンタ！　他に気がつくことあるでしょ！」

　リットはそう言いながら、じれったそうに俺の手をぎゅっと握って応援している。

「大丈夫、タンタはウメのことをそれだけ心配していたんだ、落ち着けばすぐに気がつくよ」

「でもウメちゃんの不安そうな顔がいじらしくて」

　俺達は２人でそわそわしながらウメ達の様子を見守る。

　ふと、タンタが何かに気がついた表情をした。

「ん、何か匂いがする」

　タンタはクンクンと鼻を鳴らして、匂いの元を探ろうとウメに近づいた。

「あ……」

　異臭事件のトラウマが頭をよぎったのか、ウメの表情がこわばる。

　だが。

「んー、ここらへんかな」

　目をつぶったタンタの顔がウメの顔のすぐそばまで近づいた。

　俺が作った香水を、ウメは首元につけている。

　タンタは鼻が良いようで、首元にぴったりと顔を近づけ「ここだ！」と叫んだ。

　ウメの顔は真っ赤だった。

「なにこれ！　すごい良い匂いがする！」

「れ、レッドさんに香水を作ってもらったの」

「香水？　なにそれ！　俺も欲しい！」

「まだ残ってるから、これなんだけど」

　ウメは香水の入った小瓶をタンタに見せる。

「俺にもつけて！」

「え!?　い、いいけど」

　ウメは香水をタンタの首に吹きかけた。

　タンタは面白そうに騒いでいる。

「すげー、これで俺達匂いがお揃いだね！」

「おそろっ!?」

　タンタのやつ中々やるじゃないか。

　ウメはあわわっという反応をしている。

「いつも俺達のイチャイチャを見せてきた甲斐かいがあったな」

「うむうむ」

　俺とリットはタンタの反応を見て満足げに頷うなずいていた。

　後こう方ほう腕うで組くみ師し匠しよう面づらというやつだ。

「と、ところでタンタ！　私の服リットさんからもらった新しいのなんだけどどうかな！」

　タンタとの距離の近さに慌てたウメは自分で服のことをもちだした。

　それを見てリットは眉をハの字にする。

「うーん、タンタから気がついてほしかったんだけど、これは減点ね！」

　厳しいなぁ。

「リットさんが！」

　そんなリットの声が聞こえるわけもないタンタは無邪気に驚いている。

「似合うかな……？」

　ウメから聞かれ、タンタは「ふーむ」と評論家ぶった態度でウメの姿を上から下までじっくりと見た。

「あぅ」

　ウメはさらに赤くなって俯うつむいてしまう。

「なるほど、なるほど」

　何がなるほどなのか分からないが、タンタは真面目な表情でウメの回りを一周して隅から隅まで見る。

「うん、すっごく可愛いと思うよ！」

「……!?!?!?」

　もう言葉にもならない様子で、ウメは最大限の照れを示している。

「り、り、リットさんが選んだからね、可愛い服でしょ」

「そうだよね！　ウメにすっごく似合っていて可愛いよ！」

「あ……う……」

「あ、でも、そんな可愛い服だと一緒に遊んだりできないかな？」

　ちょっと不安そうなタンタに、ウメは首がちぎれないかと心配しそうになるくらいの勢いで首を横に振った。

「ううん！　これは汚しても洗える服だから！　私タンタと一緒に遊べるよ！」

「良かった！　じゃあ一緒に遊ぼうよ！」

「うん[image: かんたんふ]」

　ウメは赤くなった顔にキラキラとした喜びの笑顔を見せ、タンタと一緒に手をつないで走っていった。

「…………」

「…………」

　あとに残された俺達はしばし沈黙する。

「タンタはすごいな」

「ウメちゃん喜んでたね」

　幼さから来る無邪気な距離感。

　もうあの２人は大丈夫だろう、というかタンタ側は一切気にしてなかったみたいだし。

「俺達より恋愛が上手なのでは？」

「私、さっき師匠面してたのが恥ずかしい」

　俺達は顔を見合わせ、それから声に出して笑った。

　物陰から突然笑い声がしたので、近くにいた人達は驚いていたが気にしない。

「ねぇレッド、私にも香水作ってよ！」

「うーん、リットが買うような香水には到底かなわないぞ」

「いいの、レッドが私のために作ってくれたのなら、私にとってそれが一番良い香りだから……それに」

　リットは口をバンダナで隠して言った。

「私も、レッドと一緒にさっきの私達同じ匂いだってやつやりたい」

「そ、そうか」

　子供の恋愛を真似まねしたくなるとは。

　なんだかおかしくなって、俺達はまた声を出して笑ってしまった。
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　３日後。レッド＆リット薬草店。

「うげ」

　俺は作業室に立ち込める臭気にえずき、慌てて窓を開ける。

　こうなると思っていたから、風で飛び散りそうな粉末はすべて容器の中にしまってある。

「起こったことは予想通りだけど、臭いの強烈さは予想以上だ！」

　俺は作業室を出てノブに立ち入り禁止の札をかけ、庭へと逃げ出した。

　はぁ、空気がうまい。

「お疲れ様」

　リットも外へと出てきた。

「はいお水、レモン入り」

「ありがとう」

　俺は受け取ったコップの水を飲む。

　さっぱりした水の味とレモンの香りが、さっきドブの臭いを凝縮したような異臭を洗い流してくれた。

「ふぅ、作業室には入れないなぁ」

「ビンゴだったんだね」

「ああ、やっぱり〝突然のドリアン事件〟の原因はあの薬だった」

「その呼び方なんだか気が抜けるなぁ」

　リットは苦笑している。

　俺が調べていたのは、ウメから貰もらった軟なん膏こうだ。

　ウメは日焼けについて悩んでいたら港区にいた優しいおじさんから軟膏を分けてもらったのだという。

　……知らない人からもらった正体不明の薬を使ってはいけないと、ウメにはちょっと説教した。

「まだまだ事件収まらないね」

　リットが言った。

　ウメとタンタが仲直りしてからも、異臭騒動はさらに頻発していた。

　その被害者の１人に、俺にドリアンをくれた商人もいたのだ。

　その商人が「俺が臭くなったのはドリアンのせいだ」とか言い出したものだから、この事件は〝突然のドリアン事件〟という変な呼び方をされるようになってしまった。

　ドリアンにとっては酷ひどい風評被害だ。

「まぁ呼び方の話は置いておいて、原因の薬だな」

　俺は蝋ろうで厳重に密封した小瓶を見せる。

　小瓶には日光を遮るために黒い塗料を塗ってある。

「やっぱり日光と反応して？」

「ああ、間違いない」

　異臭騒動はどれも日中、それも屋外か外から人が店の中に入ってきた時に起こっていた。

　騒動の性質から、異臭発生の原因となった人達は自分だということを隠してしまっため、情報を得られたのは限定的だったが、ウメとその他数名から話を聞くことができた。

　その結果浮かび上がったのは、異臭騒ぎがあった日は全員軟膏を使っていたということだった。

「ウメが日焼け止めの軟膏、他ではやけどの軟膏と吹き出物の軟膏を使っている人がいた」

　異臭が発生するのはかなり限定的な状況だ。

「肌に塗る前の状態で長時間日光にさらされ、それからさらに数時間暗所に保管されること。日光から暗所へという条件は一昼夜窓の側に置いた薬を翌日使用すれば成立する。そして肌に塗った後また直射日光を数時間浴びること。最初は気温も要因かと思ったが、どうやら汗と反応することが要因らしい。気温は汗のかきやすさに影響していたから関係があるように見えたんだな。飲食店で発生したのは飲酒による発汗が影響したのだろう。これらの条件が揃そろうと、あの強烈な異臭を発生する」

「つまり、日光の当たる場所に昼夜置いていた薬を翌日肌に塗ると大変なことになるのね」

「そういうことだな」

　これが被害者達が持っていた薬を調べた結果だ。

「それぞれ調べてみたら、かなり珍しいレシピの軟膏だったよ」

「珍しいレシピ？」

「薬草から抽出した香油も少し使われているけど、メインの材料は動物の内臓だ」

「内臓!?」

　リットは驚いて言った。

「いやまぁ動物の内臓を材料とした薬は珍しくないんだ」

　俺はリットに答える。

「熊ゆう胆たんや一角獣の心臓ユニコーンハートは、高価な秘薬の材料として定番だ」

「言われてみれば」

「軟膏にも動物の脂肪から抽出した油が混ぜられていることはあるんだが……これは普通の豚の腸に薬効をもたせている軟膏だ」

「豚の腸に薬効なんてあるの？」

「うーん、俺も生薬のすべてを知っているわけじゃないんだけど、これは通常の方法で作られた薬じゃないな」

　俺は小瓶を眺めながら言葉を続ける。

「これは死霊魔法ネクロマンシー系のスキルで作られたものだな。錬金術に必要な材料を、生物の死体で代用できる〝ネクロクラフト〟というスキルがあるんだ」

「完成した薬は同じ効果なのよね？　それどういう意味があるの？」

「色んな薬草を用意しなくても生き物の死体があればだいたいの薬が作れるようになる」

　旅をしていれば、錬金術のスキルがあっても材料が手に入らないということはありえる。

　スキル：ネクロクラフトはそういった状況で効果を発揮する錬金術の補助スキルだ。

　ネクロクラフトは固有スキルであり俺には使えない。

　使えるのは、死体を操るような特殊な一部の加護だけだ。

「まぁ〝ネクロクラフト〟を使える加護は、悪役っぽいものばかりだな」

「死霊魔法ネクロマンシーは評判悪いもんね」

　基本、加護は神が人間には計り知れない、というか無作為にしか思えない形で与える。

　そこに両親や育った環境、本人の努力や意志が入り込む余地はない。

　悪人だから死体を操る役割を得たのではなく、死体を操る加護が宿ってしまったから悪人のような生き方をするより仕方がない……ということもある。

　まぁ加護に従うことは善行なので、喜んで死体を操って陰謀を繰り広げる者の方が多いのが現実だ。

「それで今回の〝突然のドリアン事件〟も悪い魔法使いの陰謀なの？」

「うーん……ただ臭いだけだしなぁ」

「毒はないんだよね」

「ああ、臭すぎて気分が悪くなるだけだ」

　毒ガスにやられたと騒いだ人の症状をニューマンから聞いたが、体に実害は出ていなかったそうだ。

「特定条件下で臭くなるだけの薬で、何か恐ろしいことを企たくらむのは難しいんじゃないかな」

「ということは」

「ただの副作用」

　もしくは説明不足か。

　薬を日光に当てないことについての説明が足りなかったのかもしれない。

「ふうむ、これを衛兵に伝えると犯人逮捕に乗り出すよな」

「そうなるね、なにか気になることでもあるの？」

「悪い魔法使いの正体が分からないからなぁ……別に誰かから依頼を受けているわけじゃないし、元凶はひとまず置いておいて、副作用を解決する薬を作ろう」

　臭いが発生する原理は分かった。

　そこから軟膏と一緒に塗れば臭いが発生しなくなる薬に思い当たるものがある。

「さすがレッド！」

　リットは喜んでいるが……。

「問題は材料だよなぁ、いつも薬草を取りに行く山には無いんだよ。俺にもネクロクラフトがあればなぁ」

　材料となる雪せつ春しゆん花かはゾルタンでは見かけない花だ。

　春から夏にかけて緑の平原に咲く白い花で、ゾルタンより気温の低い土地で咲く花だ。

　緑色のつぼみが一晩で白い花へと変わり、それが春の草原に雪が、季節に逆行して突然現れたように見えることから、春しゆん雪せつをひっくり返して雪春花と名付けられたそうだ。

　正直雪春花の花は白いけど雪に似ていないし、草原に咲いている光景も雪が積もったようには全く見えないのだが、花の名前とはそういうものなのかもしれない。

　きっと命名した人はロマンチストだったんだろうな。

「雪春花かぁ、市場でもほとんど見かけないよね」

「北の国境をこえてクインズヤード高地まで行けばあるんだが、街道を通ると大回りになるから交易品としても入ってこないんだ」

「うーん……」

　リットはアイテムボックスから地図を取り出し広げた。

「クインズヤード高地まで私達が徒歩で行くなら往復で10日はかかるよね」

「街道を西に進んで、山岳都市のズカリアからは山道を踏破するコースだな」

　並の旅人なら通らないような山の中を進むルートだ。

　街道を回るよりは早いがそれでも10日。

「いっそ船で交易品の集まる町へ行って探したほうが早そうね」

　リットは難しい顔をして言った。

「それもゾルタンに足の速い船は来ないしなぁ」

　新型の快速船があればすぐだが、ゾルタンに来るのは旧式の交易船だけ。

　陸路でも海路でも時間がかかる。

　こういうところは、やはりゾルタンは辺境だよなぁ。

「……ねぇレッド」

　リットは地図を指でなぞりながら言った。

「去年の話なんだけど、モンスター退治の依頼でここらへんに行ったことがあるの」

「俺がいつも行く山の東側か」

　山の中でもぬかるんだ地形が多く歩きにくい場所だ。

　スライム溜だまりもたまにあったりするので、薬草を取るためにはあまり行かない。

「ここらへんは地形の影響なのかすごく涼しいところになっているみたいなの」

「ふむ」

　確かに地形から、日照時間が限られる谷間で山頂からの風が吹き込み気温は低くなりそうだ。

「それでね、日当たりが悪いせいか木はあんまり育ってなかったんだけど、ロガーヴィアで見たことある花を見たわ」

「北国ロガーヴィアの花が……」

　ゾルタンに人間が入植する前、かつてウッドエルフという種族が住んでいた。

　彼らは先代魔王軍との戦いで滅んでしまったが、彼らがゾルタンに持ち込み育てていた植物は今も残っている。

　俺がいつも行く山に薬草が豊富に揃っているのも、ウッドエルフ達が持ち込んだからだと俺は考えている。

「ロガーヴィアの花が自然にこのゾルタンの山へ伝搬したとは考えにくいな、ここもウッドエルフ達が手を入れた場所か」

「だったら雪春花もあるんじゃないかなって」

「確かに可能性はあるな」

　ここなら往復に、雪春花を採取する時間まで考慮しても往復２日。

　明日にも出発して、明後日の夕方には戻ってこれるだろう。

「どうかな？」

「ありがとうリット、これが一番良い考えだと俺も思う」

「うん、じゃあ明日早速行ってみようよ！」

　リットは笑ってそう言った。




○第三章　春の雪ゆき花はな




「うわー、景色良いところね！」

　足元の悪い森を抜けると、木々の生えていない開けた場所に出た。

　見晴らしは良いが風が強い。

　草原の緑が波打っているようだ。

「それに涼しい場所だな、歩いてちょっと汗をかいてるしテントを立てる場所を決めたら、先に着替えて汗を拭いた方がいいかもしれない」

「そうだね、着替えてそれから野営の準備！」

　２人で「えいえいおー」と気合を入れると、俺達はテントを立てる場所を探して歩き出した。

「風が少し強いな」

　俺は土つち埃ぼこりから腕で目を守りながら言った。

　山の上から吹き下ろすこの風も、草原の気温を下げている要因だろう。

「うーん」

　リットは周囲を鋭い目で見渡し、膝をつくと両手で地面に触れた。

「どうした？」

「……やはりここ、精霊の力を操作するよう霊脈が加工されている」

「ウッドエルフの魔法か」

　ロガーヴィアにも惑わしの森というウッドエルフの魔法がかけられた森があった。

　ウッドエルフには精霊の影響を永続的に変えてしまう技術があったのだろう。

　今はもう失われた技術だ。

「でも操作するくらいなら私にも……できた！」

　リットの両手が淡い光に包まれる。

　すると草原に吹いていた風が弱まっていく。

「リットはすごいな！」

　俺は驚いて声を上げた。

　俺には真似まねできない技術だ。

「えへへ、帰りには忘れず戻しておかないとね！」

　自然環境の操作。

　ウッドエルフ達はこれほど強大な力を持ちながら、先代魔王軍に敗れ滅び去ってしまった。

　彼らの血はハーフエルフ達に受け継がれてはいるが、その知識も思想も残ってはいない。

　ゾルタンという名は入植した人間が名付けたもの。

　その前に住んでいたウッドエルフ達は、この地になんという名を付けたのだろう。

　彼らがゾルタンの景色を見て何を感じていたのか、それを知ることはもう誰にもできない。

　そんなことを考えていると、俺は少しだけ感傷的な気持ちになる。

「あ、ここらへん良さそうだよ」

「ん、よしじゃあ荷物を置いて着替えるか」

　周囲に俺達以外の人はいない。

　モンスターにとっても気温が低く、風の強いこの場所は好みではないのか気配はない。

　俺はタオルを２つ取り出し、片方をリットに手渡した。

「ありがと」

「どういたしまして」

　俺はシャツを脱ぐと、タオルで汗を拭いた。

　弱まった風が肌を撫なでるのが心地よい。

「レッドの服は脱ぎやすそうでいいよね、私も真似しようかな」

　リットはベルトを外しながら言った。

「んー、気持ちいい！」

　肌着姿で風を浴び、リットは弾んだ声で言った。

　俺に背を向けているのだが、形の良いお尻が見えて俺は思わず目をそらした。

　あんなに可愛い姿を勝手に見るのはなんだか悪い気がしたのだ。

「あれ、まだ着替えていないんだ」

　気がつけばリットはすでに着替え終わっていた。

　俺は上半身裸のまま、慌てて着替えようとする。

「えい」

　リットは悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべ、俺の背中に抱きついた。

「こら、着替えられないだろ」

「レッドが隙だらけなのが悪いんだもん」

　リットはくすくすと笑っている。

　困ったもんだ……確かに今の俺は隙だらけだったが。

「タオルで拭いたけど……今の俺、汗臭くないか？」

　リットはスンスンと俺の首元で鼻を鳴らす。

「ううん、私この香り好き、私の好きな人の香りだから！」

　ぐっ!?

　タンタとウメのやりとりを彷ほう彿ふつさせる攻撃だ。

　危うく幸せで倒れるところだった。

「レッドは……」

　リットは顔を赤くして、少しためらいながら言葉を続ける。

「私の香り好き？」

　リットは自分で言ってて恥ずかしいのだろう。

　そのためらいがちの声が、俺の耳元でのささやきとなっていた。

　……残念だが致命傷だ。

「ぐふ」

「レッド!?」

　俺は膝をついた。

「……好きだよ」

　なんとかそれだけ言葉にする。

「ぐふ」

　今度はリットがうめき声を漏らすと、俺の背中に顔をうずめた。

　……本当に誰もいなくてよかった。




　　　　＊　＊　＊




　トントンと音がする。

「よし」

　俺は地面に打ち込んだ小さな杭ペグを見て頷うなずいた。

「リット、そっちを頼む」

「はーい」

　俺達はテントの骨組みを杭に繋つないで組み立てていく。

　あとは布を取り付ければ。

「「完成!!」」

　組み立て終わったテントの出来栄えを見て、俺達はハイタッチを交わした。

「ふふ、冒険者だった頃は野営の準備なんて面倒なだけだったのに、レッドと一緒だと楽しくて仕方がないわ」

「俺も、野営は足を止めている時間でしか無いからな。あの頃は魔王軍が各地で侵略を進めている中、常に時間に追われていた気がする」

　俺達は荷物をテントの中に入れた。

　以前はすぐに外に出て次の準備に取り掛かっていたが……薬草を採取する時間はまだ十分ある。

　俺達はテントの中に腰を下ろし、一息つくことにした。

「……テントの中に２人っきりだね」

「ああそうだな」

　俺達は何をするわけでもなくぼんやりと２人の時間を過ごす。

「えへへ、この楽しさはウメちゃんとタンタにも教えてあげないとね」

「そうだなぁ、タンタの誕生日に野営セットをプレゼントするか」

　テントの中２人だけで過ごすなんでもない時間。

　俺には、このかけがえのない時間が、冒険の中で手に入れたどんな秘宝よりも価値のあるものだと思えた。

　リットも同じことを思っている。

「こうしてゆっくりとした時間を楽しむこと……これこそがスローライフだな」

「ふふっ、レッドと一緒に過ごすスローライフはとても幸せで、私はいつも笑っている」

「俺もだよ」

　俺達は照れながら、お互い幸せいっぱいの笑顔を見せ合う。

　俺もリットと過ごすスローライフが幸せだ。
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　それから俺達は雪春花を探しに外へ出た。

　草原を歩き、白の色が無いか見渡す。

　ウサギが高台から俺達のことを警戒していた。

　長い耳を伸ばし、じっと窺っている。

　脅かしたくないが、薬草探しの最中なのだ。

　俺達が構わず進むと、ウサギはくるりと踵きびすを返して逃げていった。

「あ、レッド！」

　リットが叫んだ。

「ウサギがいたところ！」

「白い花があるな！」

　近くで見るため、俺達は高台へと駆け上がる。

「わぁ!!」

　リットが感嘆の声を上げた。

　高台から見下ろすその光景！

　草原の緑の上に広がる白い花、花、花。

「雪春花ってこんな一面に咲くものだったのか！」

　雪の解けた春の頃、まるで積もった雪のように咲くから雪春花。

　こうして見ても、雪春花の白い花は、色以外は雪とは似ていない。

　だがこの景色を見て、冬の景色に思いを馳はせる気持ちは理解できた。

「手分けして採取しよう」

「うん！　これだけあればたくさん薬が作れるね！」

　リットは嬉しそうに言った。
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　モンスターに邪魔されることもなく、俺達は十分な数の雪春花を集めることができた。

「時間余ったな」

「あはは、あんなにたくさんあるとは思わなかったもんね」

　広い草原の中を探し回ることになるかと思っていたが、一箇所に十分過ぎるほどの数が自生していた。

　おかげで予定していた時間よりもずっと早く終わってしまったのだ。

「余った時間はどうしようかな」

　俺はテントの前の草原に座って、わずかに夕方の赤みがかった空を眺める。

「ここで空に星が出るのを待つ！」

　リットは俺の隣に寝転んだ。

「ほら、レッドも」

　リットがポンポンと柔らかい草の生えた地面を叩たたく。

「それも良いな」

　俺もリットの隣で横になり空を見上げた。

　山の中、開けた草原から見える空はとても広く感じる。

　沈んでいく赤い太陽と、輝きを増す白い双月。

　あ、一番星の姿も見えた。

「レッド」

　リットが俺の体に身を寄せていた。

「えへへ……ここはちょっと肌寒いね」

「そういう場所だもんな」

　俺はリットを抱き寄せる。

「えへ、えへへ……」

　リットはニヤける口元を俺に見られないようにうつむきながら、ぎゅっと俺の体に抱きついた。

「レッドの体は温かいねぇ」

「リットの体はちょっと熱いかな」

「えー、じゃあ離れる？」

　答える代わりにリットの頬にキスをした。

「夜になればもっと冷えるだろうから」

「……あっ、レッドの体も熱くなってきた」

　まぁ俺だってこの密着は照れる。

「ゾルタンは平和だねぇ」

　リットは穏やかな声で言った。

「〝突然のドリアン事件〟とか起こってるぞ」

「ぷっ、この雰囲気でその名前は反則だよ」

　リットはおかしそうに笑っている。

「ウメのような被害者を出さないため、そしてドリアンの名誉のため俺達は薬を作るんだ」

「あはは、ドリアンの名誉も守るんだ」

「臭いは臭いけど、ドリアンの臭さは人によっては好きになるタイプの臭さだよ」

「嘘うそ！　私あれ絶対腐ってると思ったほどの臭いだもん！」

「でもドリアンは群島諸王国だと最高級の果実として宮廷料理に欠かせないものらしいぞ」

　俺がアヴァロニア王国では流通していないドリアンについて、ある程度知っていたのはそのためだ。

　騎士として群島諸王国へ行ったときのために文化とマナーは頭に入れてあった。

「まぁでも……今回の事件は誰も死んだり怪け我がをしたりしていない。放って置いてもまぁそのうち衛兵隊が元凶を見つけて事件を終わらせてくれたと思うわ」

「終わらせていただろうな……だからこそ俺も遠出してまで薬を作ろうと思ったわけだが」

「ふふ、なるほどね」

「……俺はこのゾルタンが好きなんだ」

「うん」

「リットと一緒に夕日が夜空へと変わっていくまで、くっついたまま何もせず眺めていることができるなんて、旅をしていた頃は思いもしなかった」

「うん」

「辺境ゾルタン、街道の果てにある行き止まり。交通の便も悪く、戦略的には何の価値もない土地……だけど俺はここで幸せに暮らしている」

　俺もリットも、ゾルタンに来た時辛い事情を抱えていた。

　俺はパーティーを追い出されこれまで生きてきた意味を失っていた。

　リットは英雄として活躍しすぎたことで、王子よりもリットの方が王太子に相応ふさわしいと言う声が出てしまった。

　リットにその気が無くとも、リットに自分の野望を託す者もいれば、新しい政治思想の御旗にリットを選ぼうとする者、そしてただ純粋な好意からリットを女王にしようとする者……。

　お家騒動を避けるために、リットは故国ロガーヴィア公国から遠く離れた辺境に行かざるを得なかった。

「私はずっとゾルタンにいるつもりは無かった。５年も待てば混乱も収まり弟の地位は盤石なものになると思っていたからね」

　リットは当時の感情を思い出したのか、目を細め懐かしそうに言った。

「それが、まさかレッドと再会できてこうして幸せな時間を過ごせるなんて、そして一生ここで添い遂げたいと心から思えるなんて！」

　そう言ってリットはぎゅーっと俺の体を抱きしめる。

「レッドは……どうかな？」

「もちろん」

　俺も迷いなく答える。

「俺もここでリットと一生添い遂げたい。失意の中、スローライフをしていれば幸せだと自分に言い聞かせて暮らしていた俺に、掛け替えのない本当の幸せをくれたリットと出会わせてくれたこのゾルタンが、俺は好きなんだ」

　リットは嬉しそうに笑うと、俺の唇にそっとキスをした。

　その日の夜空はとても美しいものだった。




○エピローグ　ようこそゾルタンへ




　翌日、夜。

　ゾルタン港区。

　山で見た星も綺き麗れいだったが、ゾルタンを流れる川に映る星空もまた良いものだ。

「この先みたい」

　隣を歩くリットが言った。

　リットの道案内通りに路地へと入る。

　そこには簡素な木造の一軒家がある。

「元々は酒場だったんだけど、しばらく空き家になってたみたい。それを最近、他所から来た薬師が買い取って薬屋を開いたんだって」

「モーニングスター薬草店ね」

　俺は店の壁に書かれた文字を見て言った。

　店名の隣にはニコニコ笑う頭蓋骨の絵が描いてある。

「うーん」

　俺は苦笑した。

　船乗りもいる港区の住人にとって、ドクロは海賊のマーク。

　あまり良い印象はないはずだ。

「本日休業だって」

　リットは足元に立てかけられたプレートを見て言った。

「客の視界に入るところに置かないと」

「ここの店主はお店に不慣れみたいだね」

　店構えといい立地といい商売っ気が無い。

「それでも珍しい素材が必要な薬を安い値段で売る店として、医者や商人の間では密ひそかに評判だった。それが目くらましになったんだな」

　異臭の原因となった薬だが、購入した診療所や店はバラバラだった。

　被害者の共通点を洗うのは衛兵でも基本捜査なのだが、薬が原因だとまだたどり着いていない理由がこれだ。

「まぁこのままじゃ特定されて捕まるのも時間の問題だよね」

　リットの言う通りだ。

　殺人事件の時とは違い、ゾルタンらしいのんびりとした捜査とはいえ、この事件は俺達が調べなくとも衛兵だけでも元凶を特定し解決することはできた。

「さて入るか」

　営業時間は過ぎている。

　俺は鍵のかかったドアをノックした。

「ごめんください」

　しばらくすると、ゆったりとした足音が近づいてくる。

　ガタのきている扉が嫌な音を立てて開いた。

「誰だこんな夜中に」

　現れたのはボサボサに乱れた髪と、骸骨に皮膚が張り付いたような痩こけた顔をした男。

　身につけた黒の魔法使いのローブは酷く汚れて、シミだらけだ。

「あなたが薬屋のコカレロさんだな」

「ああ、私がこの店のオーナーだ……もしかしてあんた薬が必要なのか？」

　男……コカレロの顔に喜色が浮かぶ。

「営業時間外だが特別だ、何の薬が欲しいんだ？」

　コカレロの気持ちは良く分かる。

　俺も店を開いたばかりの頃は客が来ないことを悩んでいた。

　そんなお店へ、たまに来てくれた客が嬉うれしくって、１人１人を大事にしなくてはと頑張っていたっけな。

　だが俺達が来たのは薬を買うためではない。

「これはあなたが作った薬だな」

　俺は被害者達が持っていた軟なん膏こうを見せる。

「あ、ああ、そうだが……」

　コカレロは戸惑っているようだ。

　医者や商人に卸していて直接患者に薬を渡したわけではないから、今起こっている異臭騒動の原因が自分の薬だとまだ分かっていないのだろう。

「この軟膏は特別な条件下で日光と反応して副作用が起こるようなんだ」

「何を言っている、その軟膏にそんな作用はない！」

「通常の素材を使っていればな」

「なっ!?」

　コカレロの表情が変わった。

　大きく目を見開き震えている。

「何のことだ……」

「これは〝ネクロクラフト〟のスキルで作られたものだ。代用素材として使われた死体の素材が元の薬とは違う反応をしたんだろう。素材代用系のスキルはたまにこういう思いも寄らないことが起こるもんだ」

「う、く……私は知らない!!」

「コカレロ、あんたの加護は『ネクロマンサー』だろ」

　そう俺が言った瞬間、コカレロから殺意が膨れ上がった。

　背中から骨の腕が飛び出し、鋭く尖とがった爪が俺へ振り下ろされる。

　この反応速度と奇襲、コカレロは実戦慣れしたネクロマンサーのようだ。

　カァァン……。

　骨が断たれる音がした。

「落ち着いて、今戦うのは悪手よ」

　骨の腕を斬り裂いた二振りのショーテルが、コカレロの首にぴたりと添えられる。

　コカレロの反応速度を遥はるかに上回る超高速の斬撃。

　英雄リットの二つ名は伊達だてではない。

「こ、殺せ」

「いやいや、それは短絡的だって」

　リットは苦笑した。

　別に俺達はコカレロを断罪するために来たわけじゃない。

「殺すつもりならとっくに斬ってるよ」

「だったらどうするつもりだ……また牢ろう獄ごくに入れられるくらいなら私は死にたい……！」

「なるほど牢獄から出所してゾルタンへ流れてきたのか」

　この男、かつては悪の魔術師として名を馳はせていたのだろう。

　だが敗れ、牢獄で何十年も過ごし、このゾルタンへと移住してきた。

『ネクロマンサー』は多くの魔術師ギルドで所属を拒否されている。死体を操る魔法は邪悪なものだという風潮が多くの国にあるのだ。

『ネクロマンサー』の加護持ちだとバレれば、普通の町なら平凡な暮らしはできなくなるだろう。

　だが、やはりこの事件に悪意があったわけじゃない。コカレロはただ役に立つ薬を作って売っていただけだ。

「私はもう疲れた……だが今更平凡に暮らそうと思っていても、私は『ネクロマンサー』としてのスキルしか持っていない。それでもなんとかこのスキルを町の役に立てることはできないかと思ったが……こうなってしまうとは……今更生き方を変えることはできないようだな」

「そう悲観することもないだろう」

「いや、これこそ神が私に与えた役割だろう……君達のような英雄に殺される悪い魔法使い……ふふ、酷ひどい人生だった」

　コカレロは疲れ切った声でそう言った。

　だから俺は笑って言い返す。

「ここはゾルタンだ」

「は？」

「ゾルタンの魔術師ギルドでは『ネクロマンサー』の所属拒否はない。まぁ人間の死体を扱うことは禁止されているから研究ははかどらないだろうけど、少なくとも普通に暮らす『ネクロマンサー』を迫害したりはしないんだ」

「……そんな町があるのか」

「まぁ平和すぎて『ネクロマンサー』みたいな強力な加護持ちは、ゾルタンに留とどまらず中央に行ってしまうせいで危険性を認識していないのもあるな」

　ゾルタンは平和なのだ。

「だからあんたが『ネクロマンサー』でも普通に暮らしていけるさ」

「しかし……」

「そして俺達がここに来たのはあんたを捕まえるためじゃない」

　俺は懐から薬の小瓶を取り出した。

「それは？」

「これはあんたの薬の副作用を抑える薬だ、これを混ぜればもう薬によって異臭が起こることはなくなる」

「なんだと!?」

「俺も同じ薬屋なんだ」

　俺はコカレロに薬を手渡す。

「ゾルタンの衛兵隊は不真面目だから、異臭騒動が起こらなくなれば捜査もやめるだろうし、万が一見つかっても薬は改良してあってもう起こらないことを説明すれば許してくれる」

「私が『ネクロマンサー』でもか？」

「ああ」

　コカレロはまだ信じられない様子で俺とリットを見た。

「本当なのか？　いや本当だとしても、なぜ私のためにここまでしてくれる？」

「なぜ……か」

　簡単な理由だ。

「このゾルタンは良い町だ、だから俺も良い町の住人でありたいんだ」

　パーティーを追放された『導き手』の俺がこのゾルタンで救われたように、このコカレロという『ネクロマンサー』も救われて欲しい。

　なんとなく、そう思ったのだ。

「あんたがこの町で平和に暮らすつもりなら、ゾルタン住民はのんびりと祝福してくれる」

「……そうか、私でも平和に暮らしていい町なのか」

「ああ」

「それなら……私はゾルタンに来て良かった」

　コカレロは感情を堪えるように唇を噛かみ締しめた。

　そんな姿に、俺とリットはウメに言った言葉をコカレロにも送る。

「「ようこそ、ゾルタンへ」」

　俺達がゾルタンに受け入れられたように、この『ネクロマンサー』もゾルタンに受け入れられて欲しい。

　それが今回の冒険スローライフの意味。

　こうして、ゾルタンに新しい薬屋ができたのだった。










真しんの仲なか間まじゃないと勇ゆう者しやのパーティーを追おい出だされたので、辺へん境きようでスローライフすることにしました




～お姫ひめ様さまの幸しあわせな日ひ々び～ 【電でん子し限げん定てい版ばん】
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